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行
事
予
定  

 

四
月 

 
 

四
日 

九
州
地
区
神
社
本
庁
評
議
員
会 

於
長
崎
県 

十
一
日 

松
原
神
社
例
祭 

 

十
二
日 

縣
護
国
神
社
大
祭
前
夜
祭 

 

十
三
日 

佐
賀
縣
護
國
神
社
春
季
例
大
祭 

（
～
十
四
日
） 

 

十
八
日 

第
四
十
四
回
総
代
会
幹
部
研
修 

会
（
～
十
九
日
） 

 

於
愛
媛
県 

二
十
四
日 

主
任
講
師
・
訓
育
主
任
研
究
会 

（
～
二
十
五
日
）
於
本
庁 

二
十
七
日 

第
六
十
二
回
佐
賀
県
神
社
関
係 

者
大
会 

 
 

 
 

於
鹿
島
市 

二
十
九
日 

唐
津
神
社
春
季
例
大
祭 

 

五
月 

 

十
一
日 

九
連
前
夜
総
会
懇
親
会 

 

十
二
日 

第
七
十
四
回
九
連
総
会 

於
長
崎
県 

二
十
三
日 

全
国
神
社
総
代
会
代
議
員
会 

 
 

 
 

 

國
學
院
大
學
協
議
員
会 

二
十
四
日 

表
彰
式 

二
十
五
日 

神
社
本
庁
評
議
員
会
（
第
一
日
） 

二
十
六
日 

神
社
本
庁
評
議
員
会
（
第
二
日
） 

 
 

 
 

 

班
幣
式 

 
 

 
 

 

神
社
庁
長
会 

 
 

 
 

 

女
子
神
職
会
九
州
地
区
祭
式
研 

修
会 

 

於
佐
嘉
神
社
記
念
館 

二
十
九
日 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
研
修
会 

 

於
神
社
庁 

 
 

 
 

 

武
雄
哲
司
宮
司
・
德
久
俊
彦
宮
司 

浄
階
一
級
祝
賀
会 

 

 

 

去
る
三
月
二
十
九
日
（
水
）
午
前
十
一
時
よ

り
神
社
庁
二
階
会
議
室
に
お
い
て
、
佐
賀
県
神

社
庁
支
部
長
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

冒
頭
、
德
久
神
社
庁
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
村

田
副
庁
長
が
座
長
と
な
り
議
事
が
進
め
ら
れ

た
。 

 

①
令
和
五
年
度
佐
賀
県
神
社
庁
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
、
②
令
和
四
年
度
神
宮
大
麻

頒
布
状
況
及
び
神
宮
神
徳
宣
揚
費
支
部
交
付

額
の
件
、
③
令
和
五
年
度
神
社
庁
賦
課
金
に
つ

い
て
、
④
令
和
五
年
度
佐
賀
県
神
社
庁
一
般
会

計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
⑤
第
六

十
二
回
佐
賀
県
神
社
関
係
者
大
会
に
つ
い
て
、

⑥
第
七
十
四
回
九
州
各
県
神
社
庁
連
合
会
神

職
総
会
に
つ
い
て
、
⑧
消
費
者
契
約
法
及
び
独

立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
、
並
び
に
、
法
人
等
に
よ
る

寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
つ
い
て
、
⑨
宗
教
法
人
法
に
よ
る

所
轄
庁
へ
の
令
和
四
年

度
分
書
類
提
出
に
つ
い

て
、
⑩
九
連
諸
行
事
の

当
番
県
輪
番
表
並
び
に

次
期
佐
賀
県
の
主
要
行

事
日
程
に
つ
い
て
、
⑪

そ
の
他
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
討
議
し
、
同
日
午

後
よ
り
開
催
の
神
社
庁

協
議
員
会
に
提
出
す
る

議
案
の
審
議
及
び
向
後

佐
賀
県
神
社
庁 

支
部
長
会
・
協
議
員
会
開
催 

 

 

第 2９５号  

★
発
行
者 

佐
賀
県
神
社
庁 

 
 

 
 

 
 

庁
長 

德 

久 

俊 

彦 

 
 

 
 

 
 

佐
賀
市
川
原
町
八
番
二
七
号 

★
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

 
 

 
 

 
h
i
z
e
n
.
s
a
g
a
k
e
n
-
j
-
c
h
o
u
 

@
s
h
o
r
e
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
 

祝
祭
日
に
は
国
旗
を 

掲
げ
ま
し
ょ
う 
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展
開
さ
れ
る
諸
施
策
の
通
達
及
び
報
告
が
行

わ
れ
た
。 

 

同
日
午
後
二
時
よ
り
平
和
会
館
三
階
「
神
殿

の
間
」
に
お
い
て
定
例
協
議
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
神
殿
を
拝
礼
の
後
、
永
代
副
庁
長
が
開
会

を
宣
し
、
德
久
神
社
庁
長
が
挨
拶
。
次
に
栗
原

議
長
並
び
に
溝
上
副
議
長
が
登
壇
し
、
議
長
が

議
事
を
進
め
た
。
諸
般
の
報
告
の
後
、
議
事
録

署
名
人
が
指
名
さ
れ
、
▽
議
案
第
一
号 

令
和

五
年
度
佐
賀
県
神
社
庁
事
業
計
画
（
案
）
の
件
、

▽
議
案
第
二
号 

令
和
五
年
度
佐
賀
県
神
社

庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
の
件
ま
で

順
次
上
程
。 

 

議
案
第
二
号
の
予
算
審
議
で
は
、
先
ず
德
久

庁
長
よ
り
令
和
五
年
度
予
算
大
綱
に
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
様
々
な
規
制
、
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ

と
を
見
込
む
こ
と
か
ら
、
流
行
前
の
様
々
な
事

業
を
展
開
、
よ
り
充
実
し
た
施
策
を
講
じ
た
い

旨
述
べ
ら
れ
た
上
で
、
事
務
局
よ
り
予
算
編
成

案
を
説
明
、
討
議
を
交
わ
し
た
後
、
承
認
と
な

っ
た
。 

 

続
く
報
告
事
項
で
は
、
①
令
和
四
年
度
神
宮

大
麻
暦
頒
布
状
況
報
告
の
件
、
②
第
六
十
二
回

佐
賀
県
神
社
関
係
者
大
会
に
つ
い
て
、
③
第
七

十
四
回
九
州
各
県
神
社
庁
連
合
会
神
職
総
会

に
つ
い
て
事
務
局
が
報
告
し
、
質
疑
を
経
た
上

で
、
議
事
が
終
え
ら
れ
た
。 

 

議
長
・
副
議
長
降
壇
の
後
、
納
め
に
村
田
副

庁
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
散
会
と
な
っ
た
。 

 

 

去
る
三
月
三
十
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
神
社

庁
二
階
会
議
室
に
お
い
て
「
佐
賀
県
神
社
総
代

会
役
員
・
支
部
長
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

午
前
十
一
時
よ
り
の
役
員
支
部
長
会
で
は
、

南
里
総
代
会
長
、
德
久
神
社
庁
長
の
挨
拶
の
後
、

南
里
会
長
が
座
長
と
な
り
議
事
が
進
め
ら
れ
、

①
令
和
五
年
度
佐
賀
県
神
社
総
代
会
事
業
計

画
（
案
）
、
②
令
和
五
年
度
佐
賀
県
神
社
総
代

会
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
、
③
令
和

四
年
度
神
宮
大
麻
頒
布
状
況
の
件
、
④
第
六
十

二
回
佐
賀
県
神
社
関
係
者
大
会
に
つ
い
て
、
⑤

第
五
十
八
回
全
国
神
社
総
代
会
大
会
に
つ
い

て
、
⑥
そ
の
他
に
つ
い
て
、
新
年
度
の
神
社
総

代
会
に
お
け
る
諸
施
策
の
概
要
を
事
務
局
よ

り
説
明
お
よ
び
報
告
、
質
疑
等
を
交
え
て
、
そ

の
方
針
を
協
議
し
た
。 

午
後
一
時
半
か
ら
は
定
例
評
議
員
会
が
開

催
。
神
殿
を
拝
礼
し
た
後
、
三
谷
副
会
長
が
開

会
の
辞
を
述
べ
、
南
里
総
代
会
長
、
德
久
神
社

庁
長
が
挨
拶
。 

次
に
、
森
田
議
長
が
登
壇
し
、
議
長
の
下
議

事
が
と
り
進
め
ら
れ
た
。
議
事
録
署
名
人
指
名

の
後
、
▽
第
一
号
議
案 

令
和
五
年
度 

佐
賀

県
神
社
総
代
会
事
業
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
、
▽

第
二
号
議
案 

令
和
五

年
度 

佐
賀
県
神
社
総

代
会
一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、

が
順
次
上
程
。
事
務
局

の
説
明
と
質
疑
を
経
て
、

各
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。 

続
く
報
告
事
項
で
は
、

①
令
和
四
年
度
神
宮
大

麻
頒
布
状
況
報
告
の
件
、
②
第
六
十
二
回
佐
賀

県
神
社
関
係
者
大
会
に
つ
い
て
、
③
第
七
十
四

回
九
州
各
県
神
社
庁
連
合
会
神
職
総
会
に
つ

い
て
、
④
そ
の
他
が
順
次
事
務
局
よ
り
報
告
さ

れ
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
議
長
が
降
壇
、
閉

会
の
辞
を
村
田
副
会
長
が
述
べ
、
神
殿
を
拝
礼

し
散
会
と
な
っ
た
。 

  

事
務
連
絡  

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
付
神
政
発
第
二
六
八
号 

神
道
政
治
連
盟
会
長
名
・
本
部
長
宛 

▼
憲
法
改
正
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
頒
布
方
協 

力
依
頼
の
件 

 

標
記
の
件
、
我
が
国
の
安
全
保
障
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
を
り
、
国
防
条
項
や
緊

急
事
態
条
項
を
欠
く
現
行
憲
法
の
改
正
議
論

は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。 

佐
賀
県
神
社
総
代
会 

役
員
支
部
長
会
・
評
議
員
会
開
催 
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そ
こ
で
本
連
盟
で
は
、
来
る
国
民
投
票
を
見

据
ゑ
、
我
が
国
の
現
状
や
憲
法
改
正
の
必
要
性

に
つ
い
て
一
層
国
民
の
理
解
を
深
め
る
べ
く
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
左
記
の
通
り
作
成
・
発
行
致

し
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
見
本
誌
を
二
〇
部
（
神
社

本
庁
と
合
は
せ
て
四
〇
部
）
別
途
送
付
致
し
ま

す
の
で
、
大
会
や
研
修
会
等
に
お
い
て
本
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
有
効
に
御
活
用
戴
き
ま
す
や
う

御
案
内
申
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
管
内
神
職
や

神
政
連
会
員
へ
の
啓
発
を
は
じ
め
、
憲
法
改
正

に
か
か
る
啓
発
運
動
を
広
く
展
開
戴
き
ま
す

や
う
、
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

 
 

 

『
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
？
日
本 

 
 

 
 

決
め
る
の
は
国
民
で
す
！
』 

一
、
頒 

価 

 
 

 

無
料
（
送
料
、
本
連
盟
負
担
） 

一
、
そ
の
他 

 
 

 

追
加
送
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
中 

央
本
部
ま
で
御
連
絡
を
お
願
ひ
致
し 

ま
す
。 

以 

上 
 

 

令
和
五
年
三
月
一
日
付
広
国
発
第
一
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
職
専
用
サ
イ
ト
及
び
神
社
本
庁
公
式 

Y
o
u
T
u
b
e

動
画
活
用
方
推
奨
の
件 

 

標
記
の
件
、
各
神
社
で
の
教
化
活
動
に
資
す

る
た
め
、
左
記
動
画
を
神
職
専
用
サ
イ
ト
及
び

神
社
本
庁
公
式

Y
ou

T
ub

e

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲

載
し
た
の
で
、
広
く
御
活
用
戴
き
ま
す
や
う
、

貴
管
内
神
職
に
御
推
奨
願
ひ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
制
作
動
画 

 
 

 

・
神
社
参
拝
動
画
「
参
拝
の
心
と
か
た 

ち
」（
全
編
：
四
分
二
秒
、
手
水
の
作 

法
編
：
四
十
三
秒
、
参
拝
の
作
法
編
： 

五
十
五
秒
） 

 
 

 

・
「
参
拝
の
心
と
か
た
ち
」
英
語
版 

「V
is

i
ti

ng
 
Sh

i
nt

o
 
J
i
nj

a

： 

At
t
it

u
de

 a
n
d 

E
ti

q
ue

t
te

」（
全 

編
：
四
分
七
秒
、W

a
t
er

 
to

  

Pu
r
if

y
Bo

dy
 
an

d
 A

p
ir

i
t

（
手
水 

の
作
法
編
）：
四
十
四
秒
、O

f
fe

r
in

g  

Th
a
nk

s
 f

or
 
Ev

e
ry

d
ay

  

Bl
e
ss

i
ng

s
(

参
拝
の
作
法
編)

：
五
十 

七
秒 

一
、
内
容 

 
 

 

神
社
の
参
拝
作
法
を
一
般
参
拝
者
に 

も
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
の 

動
画
で
す
。
手
水
の
参
拝
編
と
拝
礼
作 

法
編
で
は
手
水
舎
、
拝
殿
の
作
法
の
み 

の
動
画
と
な
っ
て
ゐ
ま
す
。 

全
て
の
動
画
は
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー 

ジ
や
チ
ラ
シ
で
申
請
無
く
利
用
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

一
、
利
用
方
法 

 
 

 

・
神
職
専
用
サ
イ
ト
に
各
種
デ
ー
タ 

（
全
動
画
、
神
社
本
庁
公
式Y

o
u
Tu

b
e
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
掲 

載
し
て
ゐ
ま
す
の
で
、
夫
々
ダ
ウ
ン 

ロ
ー
ド
し
て
御
利
用
下
さ
い
。 

 
 

 

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
チ
ラ
シ
等
に
掲
載
し 

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

（
神
社
本
庁
公
式Y

o
uT

u
be

チ
ャ
ン 

ネ
ル
へ
遷
移
し
ま
す
。
※
別
紙
Ｑ
Ｒ 

コ
ー
ド
参
照
）
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
手
水 

舎
や
拝
殿
付
近
に
刑
事
し
て
参
拝 

者
の
理
解
の
一
助
と
し
て
ご
利
用 

下
さ
い
。 

一
、
問
合
せ
先 

 
 

 

神
社
本
庁
教
化
広
報
セ
ン
タ
ー 

教
化
広
報
部
広
報
国
際
課 

電
話
〇
三―

三
三
七
九―

八
〇
一
六 

メ
ー
ル k

oh
o
@j

i
nj

a
ho

n
ch

o.
o
r.

j
p
 

以 

上 
 

※
別
紙
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
表 

同
封 

 

宮
司
宛
に
は
試
用
コ
ー
ド
表
を
同
封
し
て 

お
り
ま
す
の
で
、
社
頭
に
掲
示
す
る
な
ど
し 

て
御
活
用
下
さ
い
。 

 

令
和
五
年
三
月
十
五
日
付
教
化
発
第
三
八
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
「
共
同
社
報 

令
和
五
年
春
版
」
活
用
方
勧 
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奨
の
件 

 
標
記
の
件
、
左
記
の
デ
ー
タ
を
作
製
し
、
神

職
専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
致
し
ま
し
た
の
で
、
貴

管
内
神
社
で
の
活
用
に
つ
き
勧
奨
戴
き
ま
す

や
う
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
後
も
各
神
社
で
の
教
化
活
動
に
資

す
る
べ
く
様
々
な
資
材
の
デ
ー
タ
を
神
職
専

用
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
貴
管

内
神
職
に
は
本
サ
イ
ト
の
閲
覧
登
録
と
活
用

に
つ
き
、
合
は
せ
て
勧
奨
願
ひ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

一
、
作
製
物 

 
 

 

「
共
同
社
報 

令
和
五
年
春
版
」 

Ａ
４
判 

カ
ラ
ー
両
面
刷 

 

P
o
w
e
r
P
o
i
n
t

デ
ー
タ 

神
社
名
と
連
絡
先
を
入
力
す
る
だ
け 

で
簡
単
に
各
神
社
の
社
報
を
作
製
す 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

左
記
部
分
の
文
字
の
入
力
、
差
替
へ
て 

の
プ
リ
ン
タ
ー
印
刷
が
可
能
で
す
。 

（
表
面
） 

題
字
（
○
○
神
社
社
報 

令
和
五
年
春
号
）
・
巻
頭
言
・
イ
ラ
ス 

ト
・
顔
写
真 

（
裏
面
） 

神
社
連
絡
先
・
コ
ラ
ム
記 

事
・
祈
祷
案
内 

一
、
そ
の
他 

 
 

 

御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教 

化
課
宛
に
御
連
絡
下
さ
い
。 

（
神
社
本
庁
教
化
広
報
部
教
化
課
） 

電
話
番
号
〇
三―

三
三
七
九―

八
〇
一
六 

メ
ー
ル 

k
y
ok

a
@j

i
nj

a
ho

n
ch

o
.o

r.
j
p
 

以 

上 
 

 

令
和
五
年
三
月
吉
日
付 

日
本
の
建
国
を
祝
う
会
会
長
名
・
各
位
宛 

▼
令
和
五
年
「
建
国
記
念
の
日
奉
祝
行
事
の
実 

施
状
況
調
査
」
の
お
願
い 

拝
啓 

時
下
益
々
御
清
祥
の
御
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

建
国
記
念
の
日
奉
祝
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

常
々
各
段
の
御
高
配
を
戴
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

扨
、
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
「
建
国
記
念
の
日

奉
祝
行
事
の
実
施
状
況
調
査
」
に
つ
い
て
、
本

年
も
別
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
て
行
い
た
く

存
じ
ま
す
。
諸
事
御
多
端
の
と
こ
ろ
洵
に
恐
縮

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
卒
御
協
力
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
調
査
は
他
団
体
を
通
じ
て
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
重
複
す
る
場
合
も
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
が
、
何
卒
御
了
承
下
さ
い
。 

御
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

に
記
し
て
お
り
ま
す
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
か
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
ま
で
、
ご
送
付
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

尚
、
傘
下
組
織
を
お
持
ち
の
団
体
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
手
数
で
す
が
本
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
管
下
各
組
織
に
御
回
送
戴
き
た
く
併
せ
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬 

具 
 

※
宮
司
宛
に
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
協 

力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
付
通
達
第
一
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
「
神
社
明
細
帳
に
つ
い
て
」（
昭
和
二
十
九
年 

通
達
第
四
号
）
の
一
部
を
変
更
す
る
件 

 

標
記
の
件
、
令
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日
付

総
神
発
第
六
六
一
号
に
て
通
知
の
通
り
、
御
代

替
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
た
神
社
明
細
帳

綴
込
の
各
神
社
明
細
書
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
化

及
び
保
存
作
業
が
完
了
し
、
神
社
基
礎
デ
ー
タ

か
ら
の
当
該
デ
ー
タ
閲
覧
が
可
能
と
な
り
、
本

庁
に
お
け
る
神
社
明
細
書
の
登
録
事
項
の
訂

正
は
、
当
該
デ
ー
タ
入
力
を
以
て
行
ふ
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

 

つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
九
年
通
達
第
四
号

「
神
社
明
細
帳
に
つ
い
て
」
は
、
以
後
左
記
の

通
り
取
扱
ふ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
御
承

知
置
き
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

 

明
細
帳
登
録
要
項
九―

１
の
第
一
段
落
中
「
、

本
庁
」
を
削
り
、
同
段
落
の
末
尾
に
「
尚
、
本

庁
に
お
け
る
登
録
事
項
の
訂
正
は
、
神
社
基
礎

デ
ー
タ
へ
の
デ
ー
タ
入
力
を
以
て
行
ふ
。
」
を
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加
へ
る
。 

以 

上 
 

 

令
和
五
年
三
月
二
十
日
付
教
化
発
第
三
一
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
植
樹
勧
奨
の
件 

 

標
記
の
件
、
第
七
十
三
回
全
国
植
樹
祭
が
来

る
令
和
五
年
六
月
四
日
（
日
）
、
岩
手
県
陸
前

高
田
市
に
お
い
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸

啓
を
仰
ぎ
、
「
緑
を
つ
な
ご
う 
輝
く
イ
ー
ト

ハ
ー
ブ
の
森
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
皇
室
敬
慕
の
気
運
を
高
め
、

国
土
緑
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
鎮
守
の
杜

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
先
人
へ
の
思
ひ
を
新

た
に
し
、
左
記
の
通
り
貴
管
下
神
社
に
植
樹
を

勧
奨
戴
き
ま
す
や
う
、
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

一
、
目
的 

 
 

 

神
社
の
杜
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
郷 

土
の
緑
を
育
て
、
国
土
の
緑
化
並
び
に 

環
境
改
善
に
寄
与
し
、
神
道
教
化
の
柱 

と
す
る
。 

一
、
日
時 

 
 

 

六
月
四
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
全
国 

植
樹
祭
の
日
並
び
に
五
月
四
日
（
木
） 

の
「
み
ど
り
の
日
」
を
中
心
に
行
ふ
。 

一
、
場
所 

 
 

 

神
社
境
内
地
及
び
社
有
地
等 

 
 

 

・
当
日
は
植
樹
奉
告
祭
を
す
る
こ
と
が 

望
ま
し
い
。 

 
 

 

（
祝
詞
は
、
例
文
を
参
照
の
こ
と
） 

一
、
参
加
者 

 
 

 

神
職
・
役
員
・
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
及 

び
地
方
公
共
団
体
有
志
な
ど
、
社
会
的 

に
幅
広
く
呼
び
か
け
る
こ
と 

一
、
樹
種 

 
 

 

そ
の
地
方
、
神
社
ゆ
か
り
の
適
樹
と
す 

る
。 

一
、
数
量 

 
 

 

適
宜
と
す
る
。 

以 

上 
 

※
宮
司
宛
に
祝
詞
例
文
同
封
。 

 
◆
◇
◆ 

神
政
連
た
よ
り 

◆
◇
◆ 

 
 

 
 

 

 
神
道
政
治
連
盟
佐
賀
県
本
部
で
は
、
神
道
議

員
連
盟
（
県
議
連
）
の
会
員
と
協
力
し
て
、
斯

界
が
直
面
す
る
政
策
的
問
題
へ
の
危
機
意
識

の
共
有
や
、
各
方
面
へ
の
働
き
か
け
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。 

 

本
年
は
統
一
地
方
選
と
し
て
、
当
県
に
お
い

て
も
県
議
会
議
員
選
挙
が
施
行
さ
れ
る
に
伴

い
、
左
記
の
候
補
者
の
方
々
に
推
薦
証
と
為
書

ポ
ス
タ
ー
の
交
付
を
致
し
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
選
挙
戦
と
な
っ
て
い
る
地

域
の
神
職
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
本
議
員
連
盟

所
属
候
補
者
の
支
援
を
お
願
い
致
し
た
く
、
此

の
段
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

一
、
選
挙
戦
と
な
っ
た
地
域 

 
 

 
 

 

▽
佐
賀
市 

 
 

 
 

 

▽
唐
津
市
・
玄
海
町 

 
 

 
 

 

▽
武
雄
市 

 
 

 
 

 

▽
小
城
市 

 
 

 
 

 

▽
神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町 

 
 

 
 

 

▽
三
養
基
郡 

一
、
候
補
者
氏
名
（
敬
称
略
） 

留
守 

茂
幸 

 

石
井 

秀
夫 

木
原 

奉
文 

 

藤
木
卓
一
郎 

石
倉 

秀
郷 

 

土
井 

敏
行 

大
場 

芳
博 

 

岡
口 

重
文 

原
田 

寿
雄 

 

宮
原 

真
一 

坂
口 

祐
樹 

 

八
谷 

克
幸 

定
松 

一
生 

 

川
﨑 

常
博 

古
賀 

陽
三 

 

池
田 

正
恭 

西
久
保
弘
克 

 

冨
田 

幸
樹 

中
村 

圭
一 

 

古
川 

裕
紀 

弘
川 

貴
紀 

 

古
賀 

和
浩 

田
中 

秀
和 

 

桃
崎 

祐
介 

一
ノ
瀬
裕
子 

 

井
上 

裕
文 

青
木 

一
功 

 
 

 
 

 
 

 

以 

上 
  

◆
◇
◆ 

教
化
委
員
た
よ
り 

◆
◇
◆ 

 
 
 

 

八
幡
社
宮
司 

宮
﨑
貞
克 
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平
素
よ
り
当
会
の
活
動
に
関
し
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
私
が
所
属
し
て
お
り
ま
す
第
二
部
会

で
は
、
神
社
に
関
心
が
薄
い
、
特
に
若
い
世
代

に
向
け
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ

ー
ビ
ス 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
情
報

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
協
議
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
五
月
に
は
実
際
に
ア
カ
ウ
ン
ト

を
作
成
し
、
画
像
や
情
報
発
信
の
や
り
方
な
ど

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。 

年
間
の
テ
ー
マ
や
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
、
よ
り
始
め
や
す
い
環
境

を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
研
修

会
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。 

 

◆
◇
◆ 

教
神
協
た
よ
り 

◆
◇
◆ 
 
 

 
 

 

全
国
教
育
関
係
神
職
協
議
会
第
十
一
回
九
州

地
区
研
修
会
（
佐
賀
） 

熊
野
神
社
宮
司 

石
橋
明
彦 

  

研
修
会
一
日
目
は
午
後
四
時
三
十
分
か
ら

開
会
行
事
を
行
っ
た
。
大
会
会
長
で
あ
る
大
分

県
教
神
協
会
長
・
全
教
神
協
九
州
地
区
常
任
理

事
、
安
部
眞
彦
様
の
御
挨
拶
の
後
、
本
県
神
社

庁
副
庁
長
村
田
直
敏
様
か
ら
御
祝
辞
を
頂
い

た
。 

 

研
修
会
Ⅰ
は
、
本
県
教
神
協
会
長
で
あ
る
白

石
町
八
坂
神
社
宮
司
・
白
石
町
立
福
富
中
学
校

社
会
科
教
諭
、
山
口
良
弥
先
生
か
ら
『
神
道
を

生
か
す
教
育
の
実
践
』
と
題
し
た
講
話
を
拝
聴

し
た
。
先
生
は
社
会
科
の
授
業
で
偏
向
し
た
教

科
書
に
頼
り
切
っ
た
授
業
で
は
な
く
、
独
自
の

教
材
を
作
り
、
電
子
黒
板
・
実
物
投
影
機
等
を

駆
使
し
て
、
正
統
な
日
本
史
の
授
業
を
展
開
し

て
お
ら
れ
た
。
世
の
中
に
は
空
気
の
よ
う
に
目

に
は
見
え
ず
と
も
生
き
て
い
く
上
で
必
要
不

可
欠
な
も
の
が
あ
る
が
、
神
様
も
同
じ
よ
う
に

考
え
る
と
納
得
で
き
る
、
と
い
う
よ
う
に
中
学

生
に
も
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
説
か
れ
て
い

る
。
ま
た
稲
作
や
古
墳
の
中
に
「
ま
つ
り
ご
と
」

が
生
き
て
い
る
こ
と
、
五
箇
条
の
御
誓
文
は
神

前
で
誓
わ
れ
た
こ
と
、
教
育
勅
語
、
増
田
敬
太

郎
巡
査
の
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
神
道
の
こ
と

を
知
り
、
日
本
や
日
本

人
の
素
晴
ら
し
さ
を

わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
欲
し
い
、
そ
し
て

「
大
御
宝
」
を
育
成
し

て
い
き
た
い
と
語
っ

て
お
ら
れ
た
。
こ
の
教

神
協
の
研
修
会
で
は

現
役
の
教
師
が
実
践

発
表
を
さ
れ
る
こ
と

は
非
常
に
少
な
い
の
で
、
大
変
意
義
深
い
御
発

表
だ
っ
た
と
思
う
。 

 

二
日
目
は
武
雄
神
社
の
正
式
参
拝
、
大
楠
の

見
学
、
武
雄
宮
司
様
の
講
話
の
後
、
研
修
会
Ⅱ

に
入
っ
た
。 

 

内
容
は
佐
賀
県
神
社
庁
講
師
・
龍
造
寺
八
幡

宮
禰
宜
、
江
頭
慶
宣
先
生
に
よ
る
講
話
、
『
佐

賀
藩
の
学
問
と
国
学
ー
国
学
者
と
し
て
の
枝

吉
神
陽
に
つ
い
て
ー
』
。
先
生
は
枝
吉
神
陽
に

つ
い
て
の
非
常
に
詳
細
で
沢
山
の
資
料
を
準

備
・
配
付
さ
れ
、
彼
の
周
囲
の
人
々
と
の
関
係
、

彼
の
生
き
様
や
思
想
等
に
つ
い
て
、
篤
く
語
っ

て
頂
い
た
。
枝
吉
神
陽
が
高
い
志
を
持
ち
、
行

動
力
と
断
言
力
で
現
状
を
打
開
・
突
破
・
克
服

し
、
日
本
精
神
を
自
ら
の
人
格
の
中
に
形
成
し

て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

閉
会
行
事
で
は
神
社
庁
副
庁
長
永
代
龍
三

郎
様
か
ら
修
了
証
を
授
与
し
て
頂
き
、
次
期
開

催
県
熊
本
県
船
原
千
廣
会
長
か
ら
御
挨
拶
、
聖

壽
万
歳
の
後
終
了
し
た
。
本
来
令
和
二
年
度
の

開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延

期
し
て
い
た
。
未
だ
に
完
全
に
終
息
し
な
い
中

で
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
旅
館
様
の
御
協
力
も

あ
り
、
盛
大
か
つ
厳
粛
に
大
過
な
く
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
て
、
参
加
者
は
皆
喜
ん
で
お
ら
れ

た
。 
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事
務
報
告  

【
神
職
帰
幽
】 

■
鈴
山 
憲
一 

氏 

 

三
嶽
神
社
宮
司
（
三
級
） 

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
逝
去 

（
享
年
七
十
一
） 

 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

 

【
昇 

級
】 

■
岡

山

神

社

宮

司 

栗
原 

 

潔 

■
堤

雄

神

社

禰

宜 

橋
富
太
市
郎 

■
祐
徳
稲
荷
神
社
権
禰
宜 

山
口 

隆
幸 

 

神
職
身
分
二
級
と
す
る 

令
和
五
年
三
月
一
日 

■
祐
徳
稲
荷
神
社
権
宮
司 

北
原 

秀
孝 

■
圡
器
山
八
天
神
社
宮
司 

朝
日 

芳
彦 

 

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る 

令
和
五
年
三
月
十
日 

【
階
位
授
与
】 

■
古
川 

恭
子 

 

無
試
験
検
定
に
依
り
権
正
階
を
授
く 

令
和
五
年
三
月
五
日 

【
任 

免
】 

■
蠣
久
天
満
宮
宮
司 

江
副 

千
秋 

 

願
に
よ
り
本
職
を
免
ず
る 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

■
新
庄
八
幡
神
社
宮
司 

江
副 

千
秋 

■
乙

宮

神

社

宮

司 

江
副 

千
秋 

 

願
に
よ
り
兼
職
を
免
ず
る 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

■
田
中 

美
香 

佐
賀
県
神
社
庁
録
事
補
に
任
ず
る 

令
和
五
年
三
月
六
日 

■
熱
田
神
宮
権
祢
宜 

眞
﨑 

実
央 

 

佐
賀
市
松
原 

佐
嘉
神
社
祢
宜
に
任
ず
る 令

和
五
年
四
月
一
日 

■
蠣
久
天
満
宮
祢
宜 

江
副 

友
紀 

 

佐
賀
市
鍋
島
町
蛎
久 

 
 

蠣
久
天
満
宮
宮
司
に
任
ず
る 

令
和
五
年
四
月
一
日 

■
蠣
久
天
満
宮
宮
司 

江
副 

友
紀 

佐
賀
市
鍋
島
町
森
田 

 

兼
ね
て
新
庄
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 

兼
ね
て
乙
宮
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

令
和
五
年
四
月
一
日 

■
黒
髪 

宜
嗣 

 

武
雄
市
山
内
町
宮
野 

 

八
幡
宮
禰
宜
に
任
ず
る 

令
和
五
年
四
月
一
日 

【
承 

認
】 

■
財
産
処
分 

 

唐
津
神
社
（
唐
津
市
南
城
内
鎮
座
） 

令
和
五
年
三
月
十
五
日
付 

■
主
要
建
物
新
築 

 

祐
徳
稲
荷
神
社
（
鹿
島
市
古
枝
鎮
座
） 

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
付 

【
御
垣
内
特
別
参
拝
許
可
願
申
請
】 

■
八
幡
神
社
宮
司 

小
野 

康
行 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

豊
受
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
三
日 

 

・
員 

数 

代
表 

田
中 

利
麿 

 

■
波
多
八
幡
神
社
宮
司 

堤 

貞
信 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
日 

 
 

 
 

 
 

豊
受
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
日 

 

・
員 

数 

井
本 

弘
実 

他
四
名 

 

研
修
開
催
予
告 

▽
教
養
研
修
会
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
研
修
会
） 

一
、
主 

催 

神
社
庁
研
修
所 

一
、
主 

管 

神
社
庁
教
化
委
員
会 

一
、
日 

時 

五
月
二
十
九
日
（
月
） 

午
後
一
時
～
午
後
四
時
半 

（
○
・
五
日
間
） 

一
、
会 

場 

神
社
庁
二
階
会
議
室 

一
、
概 

要 



佐 賀 県 神 社 庁 報（2９５号）                令和５年４月 1日発行 

8 

 

 
 

 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
用
い
た
広
報
活 

動
に
つ
い
て
、
そ
の
始
め
方
、
そ
も
そ 

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
と
い
う
初
歩
か
ら
始 

め
る
も
の
で
す
。 

一
、
期 

限 

 
 

 

令
和
五
年
五
月
十
六
日
（
水
）
迄 

（
第
一
次
） 

一
、
備 

考 
 

 
 

研
修
に
用
い
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
ス 

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
下
さ
い
。
ま
た 

奉
務
神
社
の
風
景
写
真
を
数
種
類
、
撮
影 

し
て
御
参
加
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い 

方
で
も
御
参
加
戴
け
ま
す
。 

 

書

籍

等

寄

贈

目

録

及

び

御

芳

名 

自 

令
和
五
年
三
月 

 

一
日 

至 
 

 
 

 

仝 

三
十
一
日 

 

・
し
ん
せ
い
れ
ん 

v
o
l
 

二
七 

神
道
政
治
連
盟
東
京
都
本
部 

様 

・
高
知
県
神
社
庁
報 

第
八
五
九
号 

高
知
県
神
社
庁 

様 

・
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー 

研
究
紀
要 

第
一
七
号 

・
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要 

 

第
一
五
号 

・
神
道
の
祭
り
と
歴
史 

・
國
學
院
雑
誌 

・
プ
レ
ス
テ
ッ
プ
神
道
学 

第
二
版 

國
學
院
大
學 

様 

・
代
々
木 

第
五
三
二
号 

明
治
神
宮 

様 

・
北
海
道
神
社
庁
報 

第
一
二
七
七
号 

・
教
化
ニ
ュ
ー
ス 

第
一
五
九
号 

・
同
右 

 
 

 
 

第
一
六
〇
号 

北
海
道
神
社
庁 

様 

・
新
訂
増
補 

靖
國
神
社
略
年
表 

靖
國
神
社
宮
司 

山
口
建
史 

様 

・
飛
梅 

第
二
〇
六
号 

太
宰
府
天
満
宮 

様 

・
神
道
資
料
叢
刊
一
七 

櫟
陰
記 

中 

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー 

神
道
研
究
所 

様 
・
お
明
神
さ
ま 

第
二
四
九
号 

・
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業
奉
賛
募
金
委
員
会 

た
よ
り 

三
嶋
大
社 

様 

・
令
和
四
年
度
香
川
県
神
社
関
係
者
名
簿 

香
川
県
神
社
庁 

様 

・
令
和
四
年
度
広
島
県
神
社
関
係
者
名
簿 

広
島
県
神
社
庁 

様 

・
東
神 

№
一
〇
二
七 

東
京
都
神
社
庁 

様 

・
ま
つ
の
を 

第
四
七
号 

松
尾
大
社 
様 

                          

第
六
十
二
回 

関
係
者
大
会  

 
 

 
 

 
 

  

◎
期
日 

四
月
二
十
七
日
（
木
） 

 

◎
場
所 

鹿
島
市
「
エ
イ
ブ
ル
」 

 

◎
開
会 

午
前
十
時
三
十
分 

 

◎
申
込 

各
支
部
か
ら
は
四
月
十
四
日 

（
金
）
ま
で
に
お
申
込
下
さ
い
。 

第
七
十
四
回 

九
連
総
会  

 
 

 
 

 
 

 

  

◎
期
日 

五
月
十
一
日
（
木
）
～ 

十
二
日
（
金
） 

 

◎
場
所 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎 

 

◎
申
込 

各
支
部
か
ら
は
四
月
十
日 

（
月
）
ま
で
に
お
申
込
下
さ
い
。 

§
総
代
会
よ
り
お
知
ら
せ
§ 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
四
年
度 

国
民
精
神
昂
揚
運
動
合

同
研
修
会
の
折
に
講
演
を
戴
い
た
ナ
ザ
レ

ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
氏
の
講
演
録
を
作
成

致
し
ま
し
た
。
神
職
様
に
は
庁
報
今
号
に

同
封
し
て
お
り
ま
す
が
、
総
代
様
に
は
関

係
者
大
会
の
配
布
資
料
と
し
て
広
く
配
布

す
る
予
定
で
す
。 


